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富山県ものづくり産業未来戦略 ～本県ものづくり産業の目指す姿～ 
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【分野横断的技術の開発】          ＜産学官連携＞ 

ライフサイエンス 
高機能素材（アルミ、マグネシウム等) 
デジタルものづくり 
ナノテク（ＣＮＦ等） 
デザイン 

住
宅
・
ビ
ル 

資
材
等 

アルミの活用（水素貯蔵、熱伝
導､マルチマテリアル化 等） 
マグネシウム合金 

技
術 

IoT、ビッグデータ、AI(人工知能)などを活か
し、新たな技術開発・産業の創造 

様々な成長産業に多面的に展開 

☆ドイツ:｢インダストリー4.0｣ 
   (スマート工場の取組み推進) 
☆米 国:｢インダストリアル･インターネット｣     
   (GEが航空機の運航コスト削減) 

デザインを活用した新製品開発 

第4次産業革命の進展を見据えた対応 

第4次産業革命 

・県内企業 

・富山大学 
・県立大学 

・ものづくり研究 
  開発センター 
・デザインセンター 



■高度技術の産業群 ●超大型樹脂成形システム      (㈱タカギセイコー) 
●宇宙飛行士酸素供給ホース    （㈱トヨックス） 
●電気めっき、特殊表面処理  (㈱高松メッキ) 
●高機能コンデンサ    （ＮＥＣトーキン㈱ ） 

●癒し系ロボット      （ ㈱知能システム） 

●液晶ディスプレイ部品 （日本ゼオン㈱、㈱サンリッツ） 

●リチウムイオン電池材料 （新日本電工㈱） 

●気密ファスナー            (ＹＫＫ ㈱) 
●産業ロボット・自動車用軸受    (㈱不二越) 
●自動車用ｴﾝｼﾞﾝﾊﾞﾙﾌﾞ開閉用部品 (田中精密工業㈱) 
●ウォータージェット・微粒化装置  (㈱スギノマシン) 
●太陽電池ウェハー製造装置    (コマツNTC㈱) 
●金属切断機械、金型製造      (キタムラ機械㈱) 
●ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ等のｽｲｯﾁﾝｸﾞ電源    (コーセル㈱) 

 

 

 

 

 

●カメラレンズ着脱部マウント（世界シェア90％ ） （サンエツ金属㈱） 
●耐圧樹脂ホース（全国シェア70％）       (㈱トヨックス) 

●カメラモジュール（全国シェア90％）        (㈱シキノハイテック） 

●ブローチカッター（切削工具） （全国シェア70％）  (㈱不二越） 

●L型自動包装機（全国シェア70％）          (㈱ハナガタ) 

●一般家庭用接着剤（全国シェア80％）        (東亞合成㈱) 

●プラスチック光ファイバー（世界シェア70％）  (三菱レイヨン㈱) 

●セラミック発振子（世界シェア70％ ） 

●パソコン用ショックセンサ（世界シェア100％) 

●高速通信対応の高機能スマホ部品（世界シェア100％） 

                        (ともに㈱富山村田製作所） 

●樹脂合わせガラス（全国シェア90%） 

      曲げガラス（全国シェア70%）(ともに新光硝子㈱） 

●高強度炭化ケイ素連続繊維  (ＮＧＳｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄﾌｧｲﾊﾞｰ㈱) 

 

■多くのオンリーワン企業 

 

 

■日本海側では 

 実質１位の工業集積 

●製造品出荷額等（2014年） 

  北陸全体  ８兆  ６０９億円 
  うち富山県 ３兆５，６７２億円 
              （約４５％） 

●人口１人あたりの 
  付加価値額（2014年） 

  富山県 １１７万円 
  全  国  ７３万円 

日本海側屈指の工業集積 商企 

宇宙服にも 
採用される 
気密ファスナー 
（ＹＫＫ㈱） 

多くの自動車 
メーカーが 
採用する 
産業用ロボット 
（㈱不二越） 

ウォータージェット 
を活用した 
微粒化装置 
（㈱スギノマシン） 

ナノメートル 
レベルの微細 
な半導体回路 
の製造装置 
 
（㈱日立国際電気） 

化学 

16.8% 

非鉄金属 

11.2% 

金属製品 

10.1% 

生産用機械 

9.4% 

電子部品 

8.5% 

その他 

44.0% 

富山県の製造品出荷額等構成比 



日本を代表する医薬品生産拠点 「くすりの富山」 

 

 

 

 

 
  

 

 

日本の医薬品生産を牽引する富山県 

「くすりの富山」の強み 

海外の中心地との交流 

スイス・バーゼル州政府と
交流協定締結(2009.10) 

第４回 富山・バーゼ
ルジョイントシンポジウ
ム（2016.8バーゼル） 

 JST-ERATO「浅野酵素活性分子ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」 
      
  
 
 
 
 
 
 
 

研究費 約１２億円 （５年間：2012～2016年） 
                 ＋特別重点期間１年間（2017年） 

 １ 工業利用されている酵素の５倍の活性を持つ酵素をヤスデから
世界で初めて発見 

 ２ 遺伝子組換え生物を使い、ﾀﾝﾊﾟｸ質の生産時に障害となる封入
体を抑制し、ﾀﾝﾊﾟｸ質の生産性を改善する技術を開発 

 ３ 健康診断に利用可能なアミノ酸定量用酵素を開発 

主
な
成
果 

県立大 
浅野教授 

高温高圧 
の工場 

常温常圧 
の工場 

現 状 目 標 （例） 

◇活発な設備投資  2016年以降も700億円超の投資予定 

◇医薬品生産金額が国内トップ 

◇新薬開発型、特殊剤形、ジェネリック、配置薬などの100
超の工場と、容器・包装・印刷などの関連産業が集積 

２００５～２０１５年投資額 約２，３００億円 

◇「世界の薬都」と
呼ばれるスイス・
バーゼル地域と
産学官で交流 

富山大学とバーゼル大
学の学生数名が相互
に留学 

県内の学生・若手研究
者の参加を支援 

微生物、動植物の 
酵素を利用 
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◇「くすりの富山」を支える「富山県薬事研究所」 

全国唯一の都道府県立の 
薬事専門の研究所 

製剤開発・創薬研究支援ラボ（2015.3開設） 
錠剤の一貫試作設備や、各種の分析機器を配備 → 

  
未来創薬開発支援分析センター（仮称） 
（2018年度開設予定） 

バイオ医薬品等の研究開発に 
用いる最先端の質量分析計等 

◇創薬研究の総合拠点「富山大学」 

大学院医学薬学研究部（医学） 
県内企業との産学連携により、画期的な新型インフ
ルエンザ治療薬ファビピラビルを開発 

◇医薬品を含む「もの作り」研究の拠点「富山県立大学」 

工学部 医薬品工学科（2017.4新設） 
全国初の設置。既存の生物工学科もバイオ研究を強化 

◇国の関係機関との連携を積極的に推進 

        （8位）               （１位）  
2005年 2,636億円  ⇒ 2015年 ７，３２５億円 

10年間で約２.８倍 

政府関係機関 
移転要望を活用 

約400件/年の利用 

地方創生拠点 
整備交付金など 

を活用予定 

（独）医薬品医療機器総合機構（PMDA）（2016.6支部開設） 
  

 日本唯一の医薬品審査機関であり、支部等を富山県に設置。 
 

国立医薬品食品衛生研究所（2016年度より連携） 
  

県薬事研と医薬品の開発促進に資する共同研究を実施 
  

国立成育医療研究センター（2017.3連携協定締結） 
小児用医薬品等の高付加価値な製剤の開発のために産学官を挙げて連携 

PMDA北陸支部
開設式 

工・医・薬・病院など 

経鼻ワクチン用の画期的なアジュバントの開発など、国内の
ワクチンメーカー等と連携して、先端的な研究開発を実施 

ワクチンの効果の増強剤 



三協立山 
 射水市 

LIXIL 
新日軽北陸 
小矢部市 

YKKAP 黒
部市 

100㎞ 

アルミ輸入地金 
  富山新港 

ハリタ 

日本総合 
リサイクル 

国沢アルミ 
新保軽合金 
畑山アルミ合金 

氷見軽合金 

TAN-EI-SYA 

アイシン 
軽金属 

BBS 

富山県のアルミ産業の特色と強み 

アルミ押出技術の強みを活かした 
建材を中心とした製品製造が主体 

他県にない循環型アルミ産業の集積 富山県アルミ産業マップ 

〇アルミ押出製品生産量: 
   全国1位 
〇金属製品の製造品出荷額:人口当り全国1位 
   しかし、1990年と2014年を比較すると大幅な減少 

＜富山県のアルミ産業に関係のある金属製品・非鉄金属製造業＞ 

○製品出荷額は、日本海側で２位(全国11位） 
   →人口当たりでは全国１位         

富山の強み（循環型アルミ産業）を 
産学官が連携して、新たな 

産業分野へ展開する必要がある。 

・住宅着工戸数減 
・人口減少 ・低付加価値 

・樹脂サッシの台頭 
低迷 

鋳造メーカー 

押出し・建材メーカー 

自動車部品メーカー 

リサイクル分別メーカー 
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商品開発･人材育成･情報発信の面で県内企業を支援 

        富山の工芸品と県総合デザインセンター   

  デザイン専門の県立試験研究機関
として全国唯一の設置（1999年7月） 

初代所長 黒木 靖夫 
 (元ソニー㈱取締役) 

 デザイナーとのマッチング・商品化 

 能作 KAGO-スクエア 
  （錫製の曲がるカゴ） 

○富山デザインウエーブ 
「デザインコンペ」は 若手デザイナーの全国的な登竜門 

二上 栓抜き 

                 これまでの商品化例 

デザインは産業振興が目的。コンペによって
産業を生み出す。そして全国のデザイナーを
バックアップ。(初代所長 黒木靖夫)  

3次元テクスチャー 
作成システム 

複雑な凹凸形状を
データ化（手触り感
を表現） 
 
 
 
 

高精細3Dプリン 
ター（ワックス） 

   ロウ型を直接造形 

高精細3Dプリンター 
(紫外線硬化樹脂) 

色合いの表現や他種
材料との組合せが可能 
 

 デザインによる製品開発支援→最先端設備の導入 

ナガエ Collinette 
（ツボ押し） 

 【海外の著名デザイナーが県総合デザインセンターを高く評価】 
  マリオ･トルマルキ氏(伊）（元ドムスアカデミー教授） 
   トード･ボーンチェ氏(英）（元ロイヤルカレッジ･オブ･アート学科長）  

デザイナー 
からの提案 

デザインの 
試作・検討 

開発支援 
センター設備活用 

流通支援 
PR支援 

○台湾デザインセンターとの連携 
 商品開発・販路開拓の連携に 

ついて、覚書を締結（2016年8月10日） 

 アジアマーケット開拓第一弾!! 

 

○デザイン交流創造拠点の整備 

 国内外から若手デザイナー等が集い、 

連携交流を行うデザイン拠点 

 

 

○産業観光での連携  

 4月に新本社が竣工する㈱能作
と連携 
 これまでも商品ﾃﾞｻﾞｲﾝで協力 

2017年11月オープン予定 

１．伝統工芸品のミラノ、ニューヨークでの発信 

(2016.4.1) 

県内企業とコラボに発展した 
デザイナー 延 べ約300人 

知事のプレゼンテーション トリエンナーレ美術館カンチェ
ラート館長との意見交換 

展示会場の様子 

  来場者アンケート意見 

・とても素晴らしく、実用的で美しい ・シンプルで洗練されている 
・すごく斬新、デザイン性がある  ・エレガントで繊細、心が和らぐ 

  
 

 

 

 

・富山の伝統工芸品の展示 
  79点 
・自治体レベルの参加は、 
  富山県が初 

県総合デザインセンター 
ミラノでの富山県伝統工芸品展示会 

イタリア・ミラノトリエンナーレ国際展への出展 

2015.7.31～8.2 

2016.4.2 
～9.12 

澄川伸一氏、安積伸氏などが、国際的に活躍されるデザイナーに！ 

このほか、ニューヨークで展示会を２回開催(2014,2015) 

           県総合デザインセンター 伝統工芸品のミラノ・ニューヨークでの発信 

初代所長 黒木 靖夫 
(元ソニー㈱取締役) 

前所長  大矢 寿雄 
(元㈱NECデザイン代表取締役) 

(2015.7.31～8.2) 

(2016.4.2 
～9.12) 

○富山プロダクツ選定商品数  １９８点 
      2015年売上げ   約２４億円 



     
 

  

   

 
 
 
 
 
 

 定員＋１０名 
 
 
 

 生物工学科 （±０） 

産業界のニーズ 
踏まえ拡充 

 
 
 
 

 機械システム 

 工学科 

    （定員50） 

 知能デザイン 

 工学科 

    （定員50） 

 情報システム 

 工学科 

    （定員50） 

 環境工学科 

    （定員40） 

 生物工学科 

    （定員40）  

複合材料分野 
強化 

 
 
 
 
 
 

 定員＋１０名 
 
 
 

ロボット関連分野 
強化 

工 
 

 
 

 

学 
 

 
 

 

部 

  医薬品工学科  
        （３５名） 
 
 

企
業
ニ
ー
ズ
を
反
映 

 
 
 
 
 

 環境・社会基盤工学科 

 定員＋１５名 
 
 
 

 
 
 
 
 

電子・情報工学科 

 定員＋３０名 
 
 
 

電気・電子系分野 
強化 名

称
変
更 

名
称
変
更 

 富山県立大学の拡充          

工学部として全国初 

新 

H29.4までに 

入学定員100名増 

富山大学･ｺﾝｿｰｼｱﾑの充実 

 
 
 
      

知能ロボット工学科 

 定員６０名 
 
 
 

2018.4(予定) 

公立大学法人化 

2015.4  2016.4 2017.4  

目標：高い教育力 未来志向の高度な研究 地域社会への貢献 

ロボット分野に関する 
教育研究をさらに充実 

防災・まちづくり等 
社会基盤系 強化 

バイオ医薬 
製剤技術等 

 入学定員  ３３０名・・① 入学定員  ２３０名 

     
 

看護学部の設置 

■総合衛生学院を改組  ⇒ 県立大学看護学部 

■入学定員：現在100名   

■開設時期 2019.4（予定） 

⇒１２０名・・② 

看護人材の供給、若者や女性の県内定着の促進 

入学定員  ①＋②＝４５０名 

◆富山大学   
■ 2016.10  
 「先端材料研究センター」 を開設  

■ 2018.4（予定） 
 「都市デザイン学部」を設置予定（設置計画書提出中） 

 ⇒ 県内のニーズの高い自然災害問題、都市交通、社会  
   基盤材料開発及び土木・建築分野の人材育成 
  ・地球システム科学科     定員40 
  ・都市・交通デザイン学科   定員40 
  ・材料デザイン工学科     定員70  

 「国際連携先端材料研究センター(仮称)」を設置予定 

 ⇒ 県内アルミ産業の発展に資する富山ブランドのアルミ 
    素材や工業製品を開発するための国際連携先端材料 
    研究拠点  

◆大学コンソーシアム富山（2013.4～）   
 県内７高等教育機関（４大学､２短大､１高専）の連携強
化により、教育・研究水準や魅力を向上するとともに、「知
の資産」を地域に還元 
 ・単位互換の推進 
  H29新設「航空機入門」「英語プレゼンテーション講義」 



プロジェクトのご提案 

 １４ 



「くすりの富山」未来創造・人材育成コンソーシアム（仮称） 

    

    

富山県内の医薬品関係の 
産学官が連携 

国立大学法人富山大学 公立大学法人富山県立大学 

富山県（薬事研究所） （一社）富山県薬業連合会 

国の医薬品関係機関 

医薬品に関する産業と関係機関の集積を活かし、県内の大学と医薬品産業界、県の３者が密接に連携協力して、 
医薬・バイオ分野等の研究開発の推進と、首都圏等の学生を対象にした実践的な教育プログラムの提供に取り組む 

連携 
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国立医薬品食品衛生研究所（国衛研）、国立成育医療研究
センター、医薬品医療機器総合機構（PMDA）等と連携 ＰＭＤＡ北陸支部 国衛研 

「医薬品工学科」新設 和漢医薬学総合研究所 

・理・工・医・薬などの学部に加え、
附属病院や全国唯一の「和漢医薬
学総合研究所」を備える総合大学 

・産学官連携の医薬人材の育成プ
ログラムの実績あり 

・県内の産業を支える研究開発及び人
材育成を実施 

  

・県内業界の要望を踏まえて、平成２９
年４月に「医薬品工学科」を設置 等 

・県内に１００超の医薬品製造所。
特に、点眼剤・貼付剤・吸入剤など
の特殊製剤の製造所が所在 

・国内の代表的な医薬品生産拠点
を形成 

・都道府県立では全国唯一 

・各種の分析機器や錠剤の一貫試作ラ
インを備えた「製剤開発・創薬研究支
援ラボ」を設置 
→県内企業や大学の支援体制を整備 

卒業生の就職率100％
（平成25～27年度） 

プログラムの構成 

全国から集まる学生・研究者
同士の交流と研鑽 

企業や国の機関と連携した、 
多様で優れた講師による講義 

高度な技術力を有する 
企業の工場での実習 

製剤の一貫試作ラインや高度な 
分析機器を用いた、実践的な実習 

プログラムの案 

夏季休暇期間等を利用
した集中プログラム又は
ネットを介した講義中継
と短期集中実習で実施 

製剤試作ライン 高機能な質量分析計 
高速液体クロマトグラフ
を活用した分析の実習 

製剤開発・創薬研究
支援ラボ 

先端的な製造所 



アルミコンソーシアムの設置 

企業間連携による新分野展開を、産学官金が連携し支援 

富山県機電工業会 
産業ビジョン提言 

県ものづくり 
研究開発センター 

<鳥山所長、冨田中央研究所長、山岸主任研究員> 

富山県立大学 
<中川教授> 

試作・評価設備の大幅拡充 熱設計 シミュレーション技術 

産 
官 富山大学 先端材料研究センター 

ラボレベルで、アルミ全ての技術分野を研究(人材・設備) 

材料開発 
<松田教授> 

表面改質 
<佐伯教授> 

物性評価 
<西村教授> リサイクル 

<松田教授> 

塑性加工 
<髙辻教授> 

鋳造 
<才川教授> 

接合 
<柴柳教授> 

腐蝕・防蝕 
<砂田教授> 

アルミの「水素への安定性」 アルミの「高い熱伝導性」 アルミの「軽量性」 

学 

県内企業が、全国で唯一、輻射による空調シス
テム(水の熱をアルミで伝導)を開発･販売。 

①鉄鋼製の自動車車体をアルミに置き換え、
②新幹線の車体をアルミからマグネシウムに置
き換え。  ※マグネは、アルミの約７割の重さ 

ハ
イ
ド
ロ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ 

(

風
船
を
膨
ら
ま
せ
る
よ
う
な
方
法) 

アルミ 
ビレット 

金型 

パ
ン
チ 

(間接押出法) 

富山県の強みであるアルミビレット(素材)、アルミ押出
の技術を活かし、低コストで大容量の水素タンクを開
発。 

水素用高圧タンクの例 

アルミパネル 

出典：NEDOプレゼン資料 
出典：トヨックスHP 

アルミの特性を活かした 
新分野展開 

※現状のままでは、アルミ産業が衰退 

富山大学  
高辻教授 

県立大学  
中川教授 

ものづくりセンター
鳥山所長等 



 県総合デザインセンターの新たな展開   

 【富山デザイン人材ネットワーク形成事業】(2016年度） 

 ○県内はもちろん、大都市圏のデザイン系大学の教員が、 
   県内工房を視察 
   ・富山大学(芸文学部)、武蔵野美術大学、東京工業大学、 
    法政大学、多摩美術大学、東京藝術大学ほか 
   （１１大学１２名の教授と連携） 

○富山大学の学生参加による産学官連携ワークショップ 
   ・参加： 富山大学芸術文化学部 学生２３名（３～４年生） 

   ・講座： 全１５回（２０１６年１０月～翌１月） 

   ・協力企業：助野(株)（靴下製造） 
 

 ＜内容＞ 
   ・富山大学の担当教授の授業 
    「製品評価法」に位置付け 
     →単位付与（２単位） 
   ・助野㈱と学生が共同し、「ギフト」を 
    テーマに新たな靴下を開発。 

合同検討会 

【今後の取組みの方向性】（2017年度） 

○県総合デザインセンターが、富山大学と、 
  首都圏等のデザイン系大学も含め、 
  ワークショップの開催 
  （参加大学） 
     富山大学、武蔵野美術大学、東京藝術大学、 
     法政大学、長岡造形大学など 
  （県内企業） 
     能作㈱、三協立山㈱ 
     ㈱二上、㈱松井機業など 

 
○首都圏大学等との教育 
  プログラムの協議・検討 
  ・授業への位置付け 
  ・インターンシップ 
  ・ネット講座等 
 
 
 

能作とフランスデザイ 
ナーとのコラボ（食器） 

三協立山㈱のアルミ製のパネル台（金屋町楽市） 多くの県内企業の、保
養所等での滞在可能 

○台湾デザインセンターとの連携 

 商品開発・販路開拓の連携に 
ついて、覚書を締結（2016年8月10日） 

 アジアマーケット開拓第一弾!! 

 

○デザイン交流創造拠点の整備 

 国内外から若手デザイナー等が集い、 
連携交流を行うデザイン拠点 

○世界展開の支援、産業観光で連携   
 ・デザインによる製品開発を引き続き支援 
 ・能作の新社屋（4月竣工）と商品 
   開発・産業観光で連携 

2017年11月オープン予定 

国際北陸工芸サミット（仮称） 
第1回目 
 富山・高岡で2017年11月に開催 

◎人材育成には、実際の素材や加工技術を学生に教えることが 
   必要不可欠 
      武蔵野美術大学 長澤学長 
 

◎学生の教育にデザインセンターの商品開発ラボを活用したい 
   東京工業大学 真野准教授 

デザイン拠点を目指した取組み 

 デザイン系大学との連携 


